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就 テノ統計的観察

杏 雲 堂 平 塚 分 院

讐學博士 永 野 重 業

馨 學士 飯 久 保 知 道

(本論文 ノ要旨ノ・昭和7年4月 、第10同 日本結核病學會 ニテ登表セリ)

1.緒 論

主 トシテ肺尖 二占居 スル プール氏再 感竈及 肺尖

肋膜 下癩痕 ノ成因、拉 ニ、 是等 ガ成 人肺結核 成

立 二封 スル關係 ニ就 テ・・、近來病理學 者 ト臨沐

家 トノ間 二 多大 ノ意 見 ノ相違 ラ生 ジ、1928年

Wildbadニ 開 カ レタル掲 逸結核病學 會 二於 テ、

劇 烈 ナル論 孚 ノ行 ハ レタル記事 ハ吾人 ノ認 憶二

新 ナル所 デアル｡其 後Aschoffノ ・重 子テ此 問

題 テ論 ズルニ當 ツテ、先 ヅ肺尖 ナル語 ノ定義及

再感竈 ト氣管枝呼吸領域 トノ關係 ヲ設 明 シ、「大

ナル再感竈 ハ病理 局所解剖學的 ニ所謂肺尖 二存

セズ シテ却 テ第一肋骨 ノ歴痕 中又 ハ其 下部 二占

居 スル場合 ノ多 イ事 ハ病理解剖學 ニ於 ケル既知

ノ事實 デアル ト同時 二、 近時再感竈 ノ所 在 テ示

スニ當 テ、屡 支氣管枝 ノ呼吸領域 テ以 テ記 サル

ル カ、或 ・・、肺尖層(Spitzengeschoss)若 クハ、

肺 上層(ObergeschossderL昭unge)ノ 語 ガ使用

セラ レ、叉再感竈 ガ成立 ノ新 シキ琳態 ニ於 テハ、

所謂早期浸潤 ノ像 デアル事 ハ既 二病理學者 ノ熟

知 スル所 デアツテ、現今 臨 休家 ノ所謂新設 ナル

モ ノハ、寧 ロ病理學 二於 ケル既定 ノ事實 ヲ聯 沐

的 二謹明 シタニ過 ギナ イ ト云 ツテヰル｡

然 シー 方又Ldschke二 依 レバ、 「肺尖下枝或 ・・

上葉水平枝 ノ呼吸領域 ノ如 キ深部 二在 ル再感竈

ハ殆 ド皆1・!尖肋膜 下癩痕 ヨ リ氣管枝播種 二依 ツ

テ生 ジタモ ノデ、從 テカ ・ル肋膜癒痕 モ亦再感

竈 ト見 ルベ キデアル｡抑 支成人肺結核 ノ第一病

竈 ハ肺尖部 ノ細葉 中 二於 ケル檜殖性結核 テ以 テ

始 リ、其 所 二生 ジタル乾酪性物 質 ノ・内径 ノ大 ナ

ル氣 管枝 ニ吸引 セ ラレ、順 次下方 ニ新病竈 テ作

リ肺尖層 ノ底部 二至 ルニ從 テ盆 ≧大 トナル、此

際 中途 ニ シテ病竈 ガ結締織 テ以 テ包園 セラル レ

バ即 チ プー ル氏病竈 トナ リ、若 シ然 ラズ シテ盆

く吸引 セ ラ レテ肺尖下枝 ノ呼吸領域 二病竈 テ生

ズ レバ、其 「レン トゲ ン」像 ハ鎖 骨下浸潤 トシテ

現 バ レル ノデ アル｡之 テ要 スル ニ再感竈 ノ大 多

激 ハ肺尖氣管枝 ノ呼吸領域 二占居 スルモ ノデ、

其存 在 ノ頻度 ハ、小見期 ニ於 テハ皆無 二近 ク、

之 二反 シテ成人屍艘 二於 テハ、90%ノ 高 卒 ラ以

テ謹 明セ ラレル｡ト 云 フ.Aschoff拉 二Grsff

モ亦 之 ニ同意 ラ表 シテヰル｡

然 ルニ臨躰家 ノ方面 ニ於 テノ・、佛蘭西 ノBard

(1901年)、 次 イデPi6ry(1910年)力 通 常肺結核

ニ移行 シナ イ良性肺尖結核 ノ存在 テ指摘 シ、且

ツ此 ノ如 キ良性肺結核 ト肺結核初 期病攣 トへ

裁然【超別 ノ存 スル コ トテ主張 シテヰル｡近 來掲

逸 ニ於 ケル臨躰家殊 二Br5uning及Redeker

一 派 ノ結核研究 ノ方向 ハ漸次佛蘭西學派 ト接醐

シ臨躰的経験 的見地 ノ上 一、更 二「レン トゲ ン」

ノ連綾的観察 テ併用 シテ、肺結核 ノ種 々 ナル叢

育経踏 テ研究 シ、多撒 ノ業績 テ登表 シ、從來 ノ

臨躰結核病學 ノ面 目テー 新 シタ｡就 中Simon

及Redeker力 小 見期 二於 ケル血行性肺尖病竈
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成 立 ノ少 カラヌ事 テ「レン トゲ ン」像 ノ上 ニ謹明

シ、又 且ifbschmannガ 病 理解剖 ニ依 ツテ之 ヲ

確謹 シテヰル事、及、最近臨躰家 ノ統計 二於 テ

所謂肺尖結核 カラ眞 ノ肺結核 ニ移行 スル頻 度 ノ

甚 グ 僅少 ナル 事等 テ論檬 トシテ、Romberg,

Redeker拉 二 其 一派 ノ人 々ノ、プー ル癒痕 ノ如

キ成人肺尖領域 ニ存 スル孤立性癒痕 ハ、 殆 ド皆

小見期 ニ於 ケル血行轄 移 二依 ツテ生 ジタル病攣

ノ残痕 デ アツテ、肺尖 以外 二存 スルモ ノト全 ク

同様 二過 去 ニ於 ケル病勢突 進 ノ歴 史 テ語 ツテヰ

ル ニ過 ギナ イ、其所在 ガ肺尖 ナル ガ故 ニ特別重

大 ナル意義 ラ有 スルモ ノ ト考 フベ キ理 由ハ無 イ

ト同時 ニ、成人肺結核 ノ大多藪 ガ肺尖 二初登 ス

ル ト云 フ從來 ノ見解 ノ・臨躰上 ニハ全 ク根糠 ラ見

出 ス事 力出來 ナ イ ト云 フノデアル｡

蓋 シ吾人臨躰 ノ實際 ニ當 テ、 成人 ノ胸部 「レン

トグ ン」爲眞 ノ大 多撒 ニ於 テ、 肺尖 ニ 多少 ノ肋

膜 炎性癒痕又 ハ湖濁 テ認 ノ、之 二横隔膜線 ノ凹

凸或 ハ側縁 線(Randlinie)、 葉 間毛様線(Inter一

lobsreHaarlinie)等 ノー部 テ合併 シ且 ツ軽度

ノ肺門周園肥厚拉 二肺尖其他 ノ肺野 ニ少許 ノ癒

痕性圓形小斑鮎 ノ散 在 テ見ル場合 ハ甚 ダ多 久

軍 ニ是等 ノ所見 ノ ミテ以 テ直 二病的範園 ニ編 入

シテ治療 ノ必要 テ説 クベ キモ ノデナ ィ事 ハ、現

今結 核病臨 休 ノ實際 デアル ノミナ ラズ、成人肺

結核 ノ叢 病 二際 シテ、其臨 休的初徴 ガ必 ズ シモ

所謂早期浸 潤(Redekerノ 意 味 二於 ケル)ノ 病型

ニ限 ラズ、 陳蕗病竈 ノ再燃」又ハ血行性病型 テ以

テ登 足 スル場合 ノ少 クナイ事ハ、吾人 ガ 日常 目

撃 スル事 實 デアルレ｡

其 故 二成人 肺結核 ノ成立 ニ就 テハ、掲 リ早期 浸

潤型 ノ ミテ目標 トスル事 ナ ク、他 ノ種 々ナル臨

林 的初 獲病型 テ考慮 スペキ デアツテ、是等 ガ果

シテ肺尖 ノ陳 薔病攣 ト如何 ナル關係 一 アルカテ

検索 スル事 ハ、亦臨休實際 ノ必要 問題 デアル｡

之 レ余 等 ガ今 同杏雲堂分院 ニ於 ケル 「レン トゲ

ン、 セ リエ ン」テ以 テ統計 ラ試 ミ先進諸家 ノ臨

躰 的統計 ニー追補 テナス所 以 デアル｡

II,統 計

余等 ノ統 計材料 ノ・悉 ク杏雲堂平塚分院 二於 ケル

「レン トゲ ン、 セ リ」=ン」デ アツ テ、 男女合計

120例 、 年齢 ハ15歳 及16歳 ガ各 く1例 、他 ・・皆

18歳 ヨ リ45歳 マ デ ノ間 デアル｡

其 第1同 ノ「レン トゲン」爲眞所見 ハ、從來 ノ見

解 ニ從 ヘバ、所謂肺尖 結核 ノ病名 ノ下 二包括 セ

ラルベ キモ ノデアル｡観 察期 間 ハ最短5ケ 月1

例(此 例 ハ死 亡)、 他 ハ1年 以 ヒテ條 件 トシ、最

長10年 二 及 ンデヰル(第2表)｡而 シテ病憂 ノ

第2表

種類 ハ次 ノ如 クデ アル(第 】表)｡

第1表

病 攣 ノ 種 類

1.硬 化 セ ルレ肺 尖 初 感 竈P

1鰍
1

皿.ジ モン氏肺尖輻移竈 りゆ

m.N肺 尖楓濁及肺尖肋膜肥厚

IV.肺 尖寝潤

槍 査 総 数

801

Q
U

(UO劃
1

`←肋膜炎性肺尖圓頂第二後肋骨病的随

件 陰影ヲモ含ム

観 察 期 間(1922-一 一一一1931)

観察期間

病雛種類 一

5ケ月匡 調 凝
1

年 年

5-6

年 年

7-9
年 年
9-10

1.肺 尖硬化初感竈

皿.ジ モン氏肺尖輔移竈

皿.肺 尖潤濁及肺尖肋膜肥厚

IV.肺 尖浸潤

!・1!
121

・i53i33

17}1

13

1

;

1
71

1
ト

弦 二余 等 ガ肺 尖 ト稽 ス ル 範 園 ・・、Redeker二

倣 テ、 「レ ン トゲ ン」窮 眞 撮 影 ニ 際 シ、 「レ ン ト

ゲ ン」球 ノ焦貼 テ 患者 ノ第 四胸椎棘突 起 ノ 高 サ

ニ置 キ、患 者 ノ背面 ヨ リ前面 二向 テ光 テ投 ジタ
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ル際 二生 ズル「レン トゲ ン」像 ノ鎖 骨1:部 ニ在 ル

肺 ノ部 分 子指 ス ノデアル｡從 テ今同 ノ統計 材料

ハ病憂 ガ「レン トゲ ン」像 ノ鎖 骨 上部 ニ限局 シテ

ヰル事 テ條件 トスベキ筈 デアルガ、實際 ニ於 テ

・・、前 章記述 ノ如 ク、 肺尖以外 ノ肺野 ニ多少 ノ

癩痕 性小斑 貼 ノ散 作、肺門周園 ノ輕度 ノ肥厚、

横 隔膜 線 ノ凹凸、 側縁線、葉 間毛様線等 ノー部

ラ合併 スルモ ノ・甚 ダ多 イ ノハ免 レナ イ所 デ ア

ル｡又 近 キ 過去 二 於 テ 漁性肋膜 炎 ノ病歴 テ有

シ、 「レン トゲ ン」際 ニ於 テ肺下野 ニ輕 度 ノ礪蔓

性?困濁 テ残留 シテヰルモ ノモ、 此中 ニ編 入 シテ

中ル｡又 肺尖 ニ於 ケル第 二後 肋骨 ノ随件陰影 ノ

病 的條件 ・・Fleischnerノ 見解 二從 ツタ｡

以 上 ノ條 件 テ以 テ選 出 シタル120例 中、 新 二襲

病 シタモノ16例 、 既存肺尖 浸潤 ノ檜進 シタモ

ノ3例 、合計19例 、即 チ15.8%デ アル｡然 シ此

増 進3例 ハ余等 ノ肺尖病憂第IW第1表)二 属 ス

ル モ ノデ、 此 ノ項 ニ属 スル病型 ハRedeker1

肺 尖 後期浸1閏(Spitzenspstform)2例(此2例

共、初 メ鎖 骨下 二在 ツタ浸潤 ガ後 二鎖 骨上部 ニ

移行 シタ事 テ、余等 力「レン トダン、 セ リエ ン」

ニ依 テ謹 明 シテヰル)、 肺尖早期浸潤1例(之 ハ

「レン トゲ ン」像 ニ於 テ限 局 シダ梢 胤一様 平等 ノ

孤立 性陰影 テ 指 スノデアツテ果 シテ之 ガAss-

mann或 ハRedekerノ 意 味 二於 ケル早期浸潤 ト

見 ルベ キヤ否 ヤハ断 定 ノ限 リデナ イ)、 他 ノ5

例 ハ皆Neumannノ 稠 密性織維結核 デ アツテ、

是 等S例 ハ何 レモ皆當初 カラ治療 テ要 スル病型

トシテ何人 モ異議 ノナイ結核性病憂 デアル ガ故

第3表 嚢病或ノ・培悪

病 憂 種 類 例倣

1.肺 尖硬化初感竈1

皿.ジ モン氏肺尖輻移竈3

皿.肺 尖潤濁及肺尖肋膜肥厚108

VI.肺 尖浸潤S

総 ・2・i

若 シ統 計 ヨ リIVヲ 除 去 ス レバ 號病 数

16(14.3%)ト ナ ルレ｡

_、 此 第IV全 部 即 チ8例 テ、 統計 カ ラ切除 ス

レバ、統 計穂撒112例 中、登 病16例 、 即 チ14・

3%ト ナ ル ノデアル(第3表)｡

余 等 ハ 此登病者16例 ラ登病 ノ部位 拉 二 其病型

二從 テ、4種 ニ嘔別 シタ｡即 チ

第1種 ハ6例 、 皆肺尖 ヨリ遙 カニ遠隔 ノ肺野

二浸潤形成 テ呈 シタモ ノデ、其 中5例 ハRede-

kerノ 第 二次 性浸潤 ノ定型的 ノモ ノデ、肺門周

園或 ハ肺門附近 浸潤(此 中1例 ハ 右肺門外 側 ノ

室洞形成)デ アル｡他 ノ1例 ハ 左第 四、 第五肋

間 二跨 ガル孤立 性圓形 浸潤 デアル(第4表)｡

第2種 ハ5例 、 皆所 謂血行型 二属 入ルモ ノ

デ、其 内容ハ稠密 性繊維結核2例 、肺 ノ血行性

撒布病型1例 、粟粒結核2例 デアル｡

第3種 ハ右 側漁性肋膜 炎1例｡

第+種 ハ4例 デ、 皆肺尖 部 二浸潤病 竈 テ形成

シテ來 タモ ノデアル｡

是等 ノ中、第1種 ノ肺門附近拉 二肺門周園 ノ第

二次 性浸潤 及肺中野 ノ孤 立性圓形 浸潤、 拉 ニ、

第2種 ノ血行型 ノ成立 ニ就 テハ、 肺尖肋膜肥厚

或 ハ溜濁 トノ直接關係 ハ殆 ド考慮 ノ外 ニ置 イテ

可4ト 思 フ.又 第3種 ノ{熱性肋膜 炎ノ・2ケ 月前

二経過 シタ同側1熱性 肋膜 炎 ノ再叢 ト見 ルベキモ

ノデ、滲 出液吸牧後 ニ於 ケル肺尖病攣 ハ肋膜 炎

再登以前 ト全 ク攣化 ナ ク、又肺 上野 ニ於 テモ何

等異 常 テ認 ムルレ事 ガ出來 ナイ故 二、 之亦肺尖 ト

ノ、無 關係 ノ成立 ト考 ヘ ラレル｡然 ラバ 是等16

例 中、直接二肺尖 ニ新病竃 ノ出現 シタルモ ノハ

第 壬種 二属 スル4例 ニ過 ギナ イ｡其 故 ニ第1種

ヨ リ第3種 マ デ ノ12例 テ別 トスレバ、統 計絵

撒112例 中、肺尖 二先 ヅ「レン トゲ ン」學 的 ニ登

病 ラ認 メタルモ ノ4例 、epチ3.6%ト ナ ル｡

今此4例 ノ病歴 テ略記 ス レバ 次 ノ如 クデアル

(附闇蓼照)｡

第13例

25歳 、男、會 肚員、初診 前2ケ 月、 左1無性肋膜

炎 テ経 過、 診 察所 見 ハ、 左肋膜 炎後胎症 テ 認

メ、左肺後 上部 二「クナ ルケ ン」テ聞 ク｡「 レン ト

ゲ ン」所 見 ハ、左肺尖 ニ廣 キ 肋膜 肥厚｡左 肺下
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野 ニ禰蔓 性瀾濁 アリ7ケ 月後Redekerノ 所 謂

懸垂 蜂群 状陰影h5ngendeBienenschw5rme

(Redeker・ ・之 テ以 テ血 行性休 止型 カラ肺尖 ニ

生 ズス突 進性浸潤 ノー一特徴 トシテヰル)ガ 忽然

左肺尖 二出現 シテ來 タ｡當 時 自豊的 ニモ他魔的

ニモ何等 異常 テ認 メ得 ナカ ツタ｡

其 後一 般状態 ハ依然良好 デ、13ケ 月後 ノ窮眞 デ

ハ此陰影 ハ全 ク清失 シテヰル｡観 察期間2年7

ケ月｡

第14例

22歳 、 主婦、初 診當時 食思不振、巌痩、月経前

微 熱及輕咳 ガ主訴、左肺尖部輕濁、左鎖 骨上窩

ニ少許 ノ水泡 性「ラ」音 テ聞 ク、 「レントゲ ン」爲

眞 ニ於 テハ、 左肺尖 ノ肋膜肥厚 テ見 ル ノミ｡其

後11ケ 月 テ経 テ 輕度 ノ熱獲 テ來 シ、 左肺尖 一

示 指頭大 ノ孤立性浸潤影及 左鎖骨下外側 二雲状

影 テ認 ムルニ至 ツタ｡其 後経過良好、現在商家

ノ 主婦 トシテ 努作 シデヰル｡観 察期 間2年1乳

ケ月｡

第15例

21歳 、 男、學生、初診 一週 間前血疲、當時右肺

尖輕 濁、喀疾 中結核菌陰性、 「レン トゲ ン」所 見

ハ右肺尖肋膜 肥厚、方 肺尖 潤濁、左肺尖、肺門

路硬 化竈、 雨側 肺野 二少許 ノ癩痕性小斑貼 ヲ認

ム｡1年9ケ 月後、左肺尖、肺門路陰影i曾強、

更 ニ11月 後、 左肺 尖雲状 影、左肺上野斑貼索状

影 ノ堆}強 テ來 シ、喀疾 中結核菌陽性(G.1-5)

トナ ル｡赤 沈反慮7

白血球像、0.2/0.0.8,62/2L6

其 後 人工氣胸術施行、現 在著 シク輕快｡観 察期

間4年6ヶ 月｡

第16例

19歳 、 男、學 生、初 診6ケ 月前、左1無性肋膜 炎

経過、其後 微熱持緬、診 察所 見 ハ、左肋膜 炎後

胎症駄著明、右肺尖輕 濁、 「レン トゲ ン」爲 眞 二

於 テ、右肺尖潤濁、 左肺尖 肋膜肥厚及左肺尖 内

側 ニ稽 賜星度 ノ潤濁 テ認 メタ｡6ケ 月後左肺尖

ニー様平等 ノ浸潤像 テ呈 シ、4ケ 月後s浸 潤 ノ

中心透亮(示 指頭大)ト ナ リ、次 イデ肛 門周園 炎

テ併登、吻 漱喀疾増加、夏 ニ1年5ケ 月 ヲ経 テ

左鎖骨下外側 二小浸潤像 テ呈 シ且 ツ其 中心透亮

トナ リ、更 二5ケ 月 ノ後、左肺尖室洞 梁明瞭 ト

ナ リ、左鎖骨下部 ノ斑鮎陰影盆 」曾加、咳漱喀

疾亦増加 且 ツ藏痩 ス｡

観 察期間2年8ケ 月｡

以 上 ノ統計成績 テー括 ス レバ、肺尖 病攣(第IV

テ除 ク)112例 中、新 二登病 シタルモ ノ16例(14.

3%)デ ア ツテ、其 内容 ハ肺 ノ中野若 クハ下野 二

於 ケル第 二次性浸潤5例 、-1,.5%、 同 部位 ノ孤

立性圓形浸潤1例 、0.9%、(雨 者 テ合 セテ遠隔

肺野登病6例 、5.4%)、 血 行型5例 、4.5%、

i黒性肋膜 炎1例 、0.9%、 肺尖部 新浸潤形成、4

例 、3.6%デ アル｡若 シ此最後 ノ肺尖登病4例

テ彊 ヒテRedekerノ 見 解 二從 ツテ分類 スレバ、

第13例 及第15例 ハ血行性 休止型 ヵラ肺尖 二生

ジタル突進性浸潤、 叉第14例 及第16例 ハ肺 炎

早期浸潤 二編 入 シ得 ルモ ノデ、從 テ眞 ノ肺尖癒

痕 ヨ リノ襲病 ハ皆無 トナル｡若 シ假 ニ此4例 ヲ

悉 ク肺尖癒痕 ヨ リ出登 シタルモ ノトスルモ、僅

二全登病敷 ノ1/4テ 瑠 フニ過 ギナ イ ノデアツテ

結 局成人肺結核 成立 ニ封 スル肺尖癒痕 ノ意義 ハ

臨躰 的 ニハ甚 ダ輕微 ト云 フベ キデアル｡

余 等 ノ統 計 ニ於 テ、肺尖 ノ何 レノ部位 タル テ問

ハ ズ、軍 ニ獲病線 数 ノ百分率 ヲ見 レバ、14.3%

デ ア ツテ、之 テRedeker/2.98%二 比 ス レバ、

著 シキ高率 テ示 シテヰル ガ、此鮎 ニ就 テハ、第

一 材料 ノ相違 ラ考慮 スル必要 ガアル｡余 等 ノ統

計 材料 ノ中 ニハ明 カニ近 キ過 去ニ於 ケル肋膜 炎

経過 ノ病 歴 ラ有 スルモ ノガ比較的 多敷 二存在 シ

テヰル｡叉 然 ラザルモ ノ ト錐 モ大 多撒 ノ・既 二何

等 カ ノ病 感 テ自1琵シ或 ハ結核感染 ノ疑 テ持 ツベ

キ理由 ノ存 スルモ ノガ來 テ、診 ラ求 ムルモ ノデ

アツテ、 之 ガー旦治療 ノ必要 ナ シト診断 セラ レ

更 二歳月 テ隔 テ ・再 ビ診 テ乞 フ場合 ノ・、 必ズ ヤ

何等 力病徴 テ自畳 スルガ爲 デ、 從 テ 重 子テ「レ

ン トゲ ン」検査 ノ必要 テ生 ジタルモ ノデアツテ、

此 ノ如 キ材料 テ以 テスル余等 ノ成績 ガ比較的大

ナル登病率 ラ示 シテヰル ノハ、寧 ロ當然 ト考 へ
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ラ レ ル｡又Br乞uning/7

%、Romberg-Lydtin/7%、

Kayser｡Petersen/7・6%ト イ

フ成績 ハ、 之 テ総括 的 ニ云 ヘ バ

軍 ニ從來 ノ所謂肺 尖結 核 卜診 断

セ ラレタモ ノガ、 眞 ノ肺結 核 二

移行 シタ場合 ノ統 計 デ、 材料 ノ

選 澤拉 二経過観察 ノ標 準 ガ余等

ノ場合 トハ少 シク趣 テ異 ニ シテ

ヰル ノデ アツテ、從 テ成績 ノ比

較 モ困難 デ アルガ、 若 シ余等 ノ

統 計中、 第IV二 於 ケル 堀「悪3

例(第3表)ト 、肺尖 登病4例 ト

ノ合計7例 ガ120例 二封 スル百

分率 テ求 ム レバ、諸條件 バカナ

リ接 近 シテ成績 ノ比較 モ大略 可

能 トナル｡而 シテ此 ノ如 キ條件

ニ ヨル余 等 ノ統 計成績 ハ、實 ニ

5.8%ト ナ ルレ｡

術 余等 ノ統 計 二於 テ、登病例16

中、近 キ過去 二於 ケル1黒性肋膜

炎脛過 ノ病歴 テ有 スルモ ノ9例

其 中ニハ血行型 二届 スル5例 全

部、 拉 二 孤立性 圓形浸潤1例

(第4表)ガ 包有 サ レテヰ ル事 ハ

注 目スベ キデアル｡

又 今 同 ノ統計 ニ當 テ、余 等ハ興

味 アル孤立性圓形浸潤 ノ2例 テ

観察 シタ｡即 チ

第11例(附 圖4頁 参照)

23歳 、男 、學 生、昭和6年2月

左2熱性肋膜 炎、 同年5月 ヨリ全

ク無熱 トナ リ シモ、時 々左胸痛

アリ、 同年8月 入院、 當時榮養

比較 的佳良、 理學 的 ニハ、 左胸

下部輕濁 ノ他著攣 ナ シ｡「 レン

トゲ ン」像 ニテハ 雨側 肺尖 ノ肋

膜肥厚 ラ認 メ、赤沈反慮29｡

白 血球像、{ル.2/0.0・8,61/20.6
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9月 初 旬輕熱、 右胸後 下部濁、呼吸音弱 トナ リ

爾來 右胸 二摩擦響 出浸 ス｡同10月 亦 沈反慮7、

白血球像、0.3ノ0.1.8,52ノ31.5

マ ンツー氏反慮、皿(帯),IV(+)、V(一)

(1二1・000)11:10.000)(1:100.000)

同 年11月 ノ 「レン トゲ ン」爲眞 二於 テハ、左第

3肋 間 二 忽然 トシテ杏實大 ノ限界鋭 ナ ラザル

梢 い一様平等 ノ孤立性陰影 ノ出現 テ認 メタ｡當

時肺 上部 二 「クナッケン」テ嘉 ク.昭 和7年1月

上旬 ヨリ登熱、頭痛、嘔吐 テ訴 へ、次 イデ脳膜

炎症歌顯著 トナ リ、 同月31日 逡 ニ死 亡 シタ.

抑 ≧近 時多登性早期浸潤 ノ襲生 ト相關連 シテ所

謂早期浸潤 ノ外 因性又 ハ内因性氣管枝 性成立 テ

疑 フ傾 向 ノ漸次増加 シツ ・アル事 ハ注 目スベ キ

所 デアル｡殊 ニ最近 ニハFechter及Albert

等 ガ早期浸潤 ノ血行性成立 テ考 慮 スベキ症例 テ

記載 シテヰル｡今 余等 ノ此症 例 ガ直 ニ早期 浸潤

像 ノ血行 性成立 ニ有力 ナル根稼 ラ與 ヘテヰル ト

主張 スル ノデハ ナイガ、然 シ短期 間 ニ肋膜 炎 ノ

再登 テ反復 シソ ノアル間 ニ、忽然肺 ノ中野 二孤

立性 圓形浸潤 テ生 ジ、次 イデ贈膜 炎 テ績 護 シタ

ト云 フ経過 カラ見テ、其 圓形 浸潤 ガ外 因性氣管

枝性 ノ成立 ト云 フヨリモ寧 ロ反復性肋膜 炎蚊 二

磯膜 炎 ノ成因 トノ共通 性 ガ考慮 セ ラルベ キデア

ル ト思 フΩ

他 ノ1例 ハ余等 ノ肺尖病攣第IV一 属 スルモ ノ

デ アル｡即 チ

第17例(附 圖4頁 参照)

19歳 、 男、學生、第1同 ノ「レン トゲ ン」窮 眞 ニ

於 テ・・、雨側 肺尖 二稠密性織維結核 ノ像 ラ呈 シ

雨肺野 ニ血行性撒布 ノ残痕 テ認 メタ｡當 時左肺

尖 ニハ時々水泡性曜音 出浸｡喀 疾 中結核 菌陽性

(G.1)、9ケ 月 テ経過 シタル第2同 「レン トゲ ン」

爲眞 二於 テノ・、 雨側肺尖浸潤 全 ク消失 シ、其 代

リニ雨側鎖骨下外側(左 側殊 ニ著 明)各 一 ケ ノ胡

桃大乃至梅實大 ノ孤立性圓形浸潤 テ認 ムルニ至

ツタ◎

此 ノ如 キ鎖骨 下浸潤 ノ成立 ハ、就 ニNeumann

モ記 載 シテヰル ガ、若 シ此 ノ場合、第1、 第2

ノ「レン トゲ ン」篤眞 テ順次 二検査 スレバ、 此雨

側鎮骨下浸潤 ハL6schkeノ 所 謂大粒性氣 管枝

播種 ニヨル成立 ガ想像 サ レル｡若 シ軍 ニ第2同

ノ爲眞 ノ ミテ見 レバ、 之 ハAssmannノ 鎖 骨 下

浸潤或 ハSimon-Redekerノ 早期 浸潤 ノ像 デア

ル、夫故 ニ是等 ノ症例 カ ラ見 テモ、 軍 ニ 「レン

トゲ ン」爲眞 ノ上 二現 ノ・ル ・所謂 早期浸潤 ノ成

因的軍一性 二疑問 ノ有 スル事 ハ、恐 ラク至 當 ト

考 ヘ ラ レル｡

III,縛 括

1.余 等 ハ從來 ノ見解 二於 テ所謂肺尖結核 ノ病

名 ノ下二包括 セ ラルベ キ病症 ノ経過 ニ就 テ、成

人120例 ノ「レン トゲン、 セ リエ ン」テ以 テ統計

テ試 ミタ.観 察期 間ハ最短1年 、 最長10年 二

及 ンデヰル｡而 シテ其結果 ハ既存肺尖浸潤層悪

3例 、 新病竈 形成16例 デアル｡然 シ此統計材

料 中、當初 ヨリ治癒 テ要 スル病人 トシテ何人 モ

異論 ノナ イ病型 テ有 スルモ ノ(余 等 ノ肺尖病攣

第IV)8例 アル、 今此8例 テ別 トス レバ、統計

絡撒112例 中 、新病竈形成16例 、 即 チ1.43%

トナル｡

2.新 病竃形成16例 テ余等 バ ー1,種二分類 シタ｡

即 チ

第1種 ハ肺尖 ヨリ遠隔肺野 ニ登育 セルモ ノ、

6例 、5.4%、 此 中5例 ハ肺 門周園或 ハ附 近浸

潤、1例 ハ肺 中野 ノ孤立 性圓形浸潤 デアル｡

第2種 ハ所謂血行型5例 、4,5%デ ＼ 此 中稠

密 性繊維結核2例 、肺 ノ血行性撒布病型1例 、

粟粒結 核2例 デアル｡

第3種 ハ再 獲漁性 肋膜 炎1例 、0.9%

第4種 ハ肺尖 護病4例 、3」1%デ アル｡

3.第1種 ヨリ第3種 マデハ、肺尖病愛 トハ無

關 係 ノ成立 テ考 フベ キデ アルガ故 二、此際先 ヅ

肺尖 二褒病 シタモ ノハ 第 一1,種二属 ス ル4例 デ

アル｡而 一iテ此肺尖褒病4例 中、2例 ハ肺尖 ノ

早期 浸潤、他 ノ2例 ハ血行性休止型 ヨリ肺 尖 ニ



576永 野 ・飯久保=成 人肺結核 ノ成立 ト肺尖病墾 トノ關係ニ就テノ統計的観察 【第10巻

生 ジタル突進 性浸潤 ノ病型 テ呈 シテヰル｡故 二

Redekerノ 見解 ニ從ヘバ、本來 ノ肺尖癒痕 ヨ リ

登 足 シタモ ノノ・1例 モ ナ イ事 ニナル｡叉 若 シ之

ヲ悉 ク肺尖搬痕 ヨリ登病 シタ ト假 定 スルモ、僅

ヵ二総 敷 ノ3.6%デ,全 登病数 ノ1ノ4テ 澹 フニ過

ギナ ィノテアル｡

4.余 等 ノ統計縮数120例 中、既 存肺尖浸潤 ノ

i曾悪3例 、肺尖新病竈形成4例 、合計7例 ノ百

分i率即 チ5.8%テ 以 テBr乞uning,Romberg-

Lydtin,Kayser・Petersen等 ノ統計成績 ト比較

ス レバ、 甚 ダ近似 ノ撒 テ示 シテヰル ト云 フベ キ

ア ア ル｡

5.故 ニ余等 ノ今 同 ノ成績 ハ、古 ク・・Bard及

Pi6ryノ 良 性肺尖結核 ト眞 ノ肺結核初期 テ意味
　

スル肺尖病攣 トハ匠別 スベ キデアル ト云 フ主張

一 一一致 シ、 一方又、Br5uning,Romberg,

Redeker等 ノ成人肺結核 ノ成立 ハ 臨躰的 ニハ

肺尖癒痕 トハ殆 ド無關係 デアル ト云 フ主張 二合

致 スル様 ニ見エル｡
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水 野 、 叡 久 保 論 文 附 圃(1/

24/71929

左肺尖廣 キ肋膜肥厚、左肺下野醐蔓性漏濁

2. 8/2193u

左肺尖懸垂蜂群1伏陰墨糞多

リ
リ 27/31931第14例

左肺尖懸垂蜂群状陰影消失

L 8/71925

ノ己肺 尖JJJ]膜肥 厚
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2S/61926第1t)例

左肺尖示指頭大孤立性陰影、左鍬骨下外側雲状影

1. L)0/,sI927

右肺尖肋膜肥厚、左肺尖澗濁、左肺尖肺門路硬化竈

2. 3/,51929

左肺尖肺門路陰影埆張、

3. 28/41930

左肺尖雲状影、左肺上野斑点索状影
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第16例 1. 2ろ/11929

右肺尖～園濁 ・左肺尖肋膜肥原、左肺尖内側洞濁

2, llが11JL■)

左肺尖浸潤像

3.

左肺尖全前.左鎖骨下外側小浸潤像

14/～1931
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第17例

雨肺尖肋膜肥厚

L 2/4正926

雨肺尖浸潤、(稠密性繊維結核)

2. 19/111931

左肺中野孤立性円形浸潤

0
囹

21/ユ2192〔;

雨側鎖骨下浸潤




